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▲寄附に訪れたマネージャー渡辺勉さん（中央）、
再エネ事業部　辻　佳吾さん（左）、阿部町長（右）▲尾㟢絢章さん（左）、松原大郎さん（右）
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3x3のルールは5人制のバスケットボールとは大きく異なります。
コートは通常の5人制の約半分のハーフコートで行われます。
ボールの大きさは6号球（女子規格）ですが、重さは7号球（男子規
格）のものになります。
　チームは4人で形成され、監督やコーチはゲームエリアには入
ることができない上に、コートの外から指示を出すこともできま
せん。ゲーム中に取れる1回のタイムアウトや、交代のタイミン
グなどは、選手のみで判断する必要があり、判断力の高さが求め
られます。選手のコミュニケーションがとても大切なスポーツで、
常にコートに立つメンバーで話あいながらプレーしていきます。

　勝負は、先に21点を獲得したチームが勝ちとなる「ノックアウ
ト方式」。試合時間は10分。先に21点に届くか、10分経った時点
で多く得点を取っていた方のいずれかで勝利チームが決まります。
5人制バスケで言う「スリーポイント」が2点。それ以外のシュー
トが1 点となります。
　ファールに関して、個人ファールという概念はなく、通常の
ファールであれば何個でも犯すことが可能です。しかし、チーム
ファールが7個以上になるとオフェンスファール以外は相手にフ
リースローが2つ与えられます。
　あっという間に点差が詰まったり、一気にゲームが決まること
も。豪快なシュートや個人技が見られたりと、派手さも兼ね備え
ていて、非常に激しく、スピード感を楽しむスポーツです。

Android™版iPhone版

　阿部町長は1月26日（木）、みなかみ町の友好都
市である東京都中野区を訪問し、酒井直人中野区長
とコロナ収束に向けた交流事業の推進について意見
交換を行いました。
　みなかみ町と中野区は2012年に ｢なかの・里ま
ち連携｣ の宣言を行い、農産物の販売イベントや町
内事業者と区内事業者による情報交換や商談を行う
事業者交流会などの経済交流事業をはじめ、中野の
森（旧高畠牧場跡地）を活用した環境学習交流事業、
更には災害時における相互応援に関する協定を締結
して相互の交流を図っています。酒井区長との意見
交換では、コロナ収束後の交流事業について、観光・
教育・文化・物産など多方面での交流を更に強化し
ていくことが確認されました。

　同日、中野区役所前にて、みなかみりんご直売会
として本町のリンゴ生産者7戸が出張販売を行いま
した。中野区民らにみなかみ町の見どころや農産物
などのことを話しながら対面販売をしてみなかみ産
りんごのPRを行いました。
　この直売会は翌27日（金）も開催され、中野区
民の皆さんに大好評で、｢美味しいりんごが食べら
れてうれしい｣ ｢来年もまた来てほしい｣ など多く
の声が聞かれました。▲�みなかみりんご直売会 ▲�対面販売を行う阿部町長

▶
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友好都市 中野区を訪問
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地域おこし協力隊の活動

　こんにちは！一般社団法人FLAPに所属して、移
住・定住の支援、後閑駅にある高校生の自習スペー
ス「後閑駅ナカ学習室　みんなの放課後ターミナ
ル」の運営を行っている酒井夏実です。移住してき
て半年が経過しました。引っ越してきてから様々
な初体験をしました。猿ヶ京バンジージャンプ・
SUP＆カヌー・蛍の観測会・天空のナイトクルー
ジングでの満天の星空観測・寒波での氷点下の
自宅と凍結する水道…。雪国の洗礼に肝を冷や
しました。今年はラフティングや登山に挑戦し
てみたいです！
　学習室の運営では、地域の方のご要望にお応
えして、みなかみ町内に在住・通学している中
学3年生を対象にトライアル期間を設けて利用拡
大を実施しました。予想を超える利用者の登録
があり、需要の高さを実感しました。利用者・
地域の方のご意見を取り入れつつ、より良い運
営ができるよう努めてまいります。その他取り
組みとして、町社会福祉協議会主催の高齢者向

けLINE教室への協力のほか、動画制作・みなかみ
町の資源を使った学習室用アロマオイル制作・英会
話などのイベントを開催しました。3月には環境関
連への興味関心を深めてもらうため「赤谷プロジェ
クト」の展示会と講演会の開催を予定しています。
　移住・定住支援では地域交流イベントの開催、移
住検討者への町内アテンド・オンライン移住相談会、
オールぐんま移住フェアへの参加などを通して、町
内外たくさんの方と交流することができ、とても充
実した日々を送ることができました。

　地域おこし協力隊員の“まっつん”こと松尾真太
郎です。みなかみ町の“冬”を体感し、日々いろい
ろな意味でゾクゾクする日々を送っております！
【社員研修inさなざわㄓテラス】
　1月中旬に株式会社VILLAGE INC.の社員研修を
行いました！株式会社VILLAGE INC.は全国に拠点
をもち、主にキャンプ・グランピングフィールドの
運営をしている会社であり、みなかみ町にある“さ
なざわㄓテラス”や“DOAI VILLAGE”もその拠点
の一つです！研修では代表の濃いインストールを受
け、普段なかなか会えな
いスタッフと今後どのよ
うにアクションしていく
かなどを真剣に話し合い
ました。
　真面目に議論した後は
懇親会で大盛り上がり！
ご飯はみなかみ町の美味
しい食材を満喫してもら
えるようなメニューを振

る舞いました！
　その後はビンゴ大会で盛り上がったり、温泉やサ
ウナに入りながら熱く語り合ったりと、楽しく有意
義な時間を送ることができました。
　2日目はワンドロップ・アウトドアガイドサービ
スさんによるスノートレッキングツアーを開催！
美しい雪原をスタッフ全員で満喫し、アテンドも本
当に素敵でスタッフも大満足！ワンドロップの皆さ
ま、本当にありがとうございました。
　さなざわㄓテラスのテラスでは企業研修や社員旅
行のお宿としても相性抜群！メリハリのある有意義
な時間を過ごすことが出来ますよ〜！ぜひ会社や組
織の皆さまでご利用くださいませ！

酒井夏実さん

松尾真太郎さん

 一般社団法人FLAP所属 一般社団法人FLAP所属

 株式会社VILLAGE INC.所属 株式会社VILLAGE INC.所属

▲囲炉裏を囲んでの話し合い

▲指月会のお手伝いで頂きました！▲猿ヶ京バンジージャンプ

▲トレッキングツアー最高すぎました！


